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【コラム】基
ㆌ

山
㆖ ㇓

と大興善寺を繋ぐ道「きのくに古道」

古くから基
㔌

山
㔖 㕓

方面あるいは宮浦地区と大興善寺
を繋ぐ道として、整備活用されてきた山道がある。
山道の脇には明治 25 年（1892）３月建立の「右
小松山観世音道」と刻まれた石碑が建立されて
いる。
本町の小中学校で伝統的に行われてきた基

㔌

山
㔖 㕓

への遠足の帰りには、小松集落周辺の生徒のみ、
この古道で帰るのが許されていた。
当時の道路としての名称は不明ではあるが、本

町の山登りの会である基肄山歩会により、平成 5
年（1993）から基山から大興善寺を結ぶルートとして「きのくに古道」と名付けられて現在は登山・
散策ルートとして親しまれている。基肄城水門跡や大興善寺には、来訪者が自由に持ち帰ることが
できるようにコース案内用のハイキングマップを納めたポストが同会により設置されている。

写真 大興善寺に設置されている基
肄山歩会ハイキングマップポ
スト

写真 きのくに古道石碑

図 きのくに古道の位置
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【コラム】契山伝説を伝える活動

本町に伝えられた伝説には、基
㔌

山
㔖 㕓

や荒穂神社に関するものが多いが、基
㔌

山
㔖 㕓

と東西に並び聳
㔝 㔳

える契山
にも郷土の先人たちは神秘性、物語性を感受し、親しみの中から生まれた伝説を語り継いできた。こ
の語り継ぐ活動の記録としての嚆

㔓 㔄

矢
㔗

は、昭和 13 年（1938）に基山尋常高等小学校の訓導が調査のう
え執筆・編集した『基山郷土読本』である。このほかにも、町民個人として書き残したものや昭和 61
年（1968）に発行された『基山の民話』があるが、内容的にある程度まとまっているのが『基山郷土
読本』であり、久保訓導が執筆した「基山の伝説」に契山の伝説である「契山」も収録されたほか、数々
の伝説が記載されていた。しかし本格的な書籍としての装丁でなくガリ版刷りであった『基山郷土読本』
は、数十年の間にこのほとんどが散逸してしまっていた。ところが平成 16 年度から着手した「基山町
史編さん事業」の編さん委員会委員であり執筆者でもあった郷土史家の松隈嵩氏により1 部だけ大
切に保管されていたのが発見されたことにより、『基山町史下巻』に採録されて 80 年前に郷土の先人
に伝わっていた伝説がほぼ変わることなく今に伝えられている。
平成 24 年（2012）には、つつじ寺として有名な大興善寺は、神様が契りを結んだ伝説に由来する「契山」

の南麓に位置していることと、つつじの花言葉が「愛の喜び」であることを合わせて、ＮＰＯ法人地
域包括支援センターが展開する恋人たちの聖地プロジェクトに町民団体と本町の観光協会が申請し
た結果、プロポーズに相応しい名所「大興善寺 契山」として佐賀県で 2 番目に認定を受けた。これ以後、
大興善寺は若者達が集うスポットとしても伝説を伝えている。
さらに、平成 28 年度には、基山町文化遺産活用推進実行委員会により、契山伝説を解り易く町内

外に広めることを目的として『発見︕きやまの歴史３ 契山ものがたり』という絵本が刊行されるとと
もに、本町の観光協会では基山町散策コースの神話探索コースの一つとして「契山伝説の道コース」
が設定され、一般住民へのコースマップの配布や基山駅前にコース看板を設置するなど、伝説をもと
に散策を通した町民の健康増進や町外からの観光客にたいしても活用が図られた。平成 29 年度には

「契山伝説の道」をテーマとして、基山町文化遺産ガイドボランティアにより調査研究が行われ、そ
の成果を刊行物などを通して発信するなど、契山伝説を伝える活動が続けられている。
令和 6 年度は、基山（キザン）・基肄城をテーマとした第 8 回きやま創作劇『永遠に君思う』が公演

され、契山伝説の物語や本町の歴史的風致の核である特別史跡基肄城跡を多くの町民に伝える活動
を行い、本町の維持向上すべき歴史的風致の普及へとつなげている。

写真 「大興善寺�契山」のスポットとして建てられた契山観音 写真 第 8回きやま創作劇『永遠に君思う』公演でのタマタマ石
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資料 神話探索コースのマップ

資料 契山伝説の道のマップ（基山町文化遺産ガイドボランティア作成）


